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ホンコン フォーシーズ グループ 会長、中国全国政協常務委員、 

香港食品商会会長。香港で日本の菓子を取り扱った先駆者。 

香港に日本の菓子がほとんど普及していない時代に、日本製の高品質 

かつ洗練されたパッケージのセンスに目をつけ、香港初のテレビ・コマー

シャルを導入。 

その後、数々の日本の企業と業務提携を行い、輸入販売を行うとともに、

約 10 年前から始めた菓子販売のチェーン店「零食物語（Okashi Land）

を展開。 

現在では、世界20か国以上から5000 種以上の食品を輸入販売し、香港

最大の食品企業のひとつになるほどに発展。 

性・年齢： 男性、５９歳 

国・地域： 中国・香港 

現  職： 四洲集団有限公司主席 

功  績： 1971 年の会社設立以降、当時の香港ではほとんど 

 馴染みのなかった日本の菓子類の輸入販売を開始。 

 四洲集団は、現在では香港の食品産業を代表するグ 

 ループ企業の一つであり、日本から飲料、冷凍食品、 

 ハムソーセージ、冷凍肉などの輸入実績が長く、香港 

 における日本の菓子類及び日本食品の普及に貢献。 

 更に、日本食レストラン１６店舗を経営し、香港の日本 

 食ブームを支えている。 
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